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分担研究報告書 

脊柱靭帯骨化症に関する調査研究 

研究分担者 中村 雅也 所属機関 慶應義塾大学整形外科 役職 教授 

研究要旨 OPLL 患者に対して MRI-DTT を用い従来の MRI で捉えられなかった

脊髄圧迫による脊髄の微細な変化を定量化し、至適手術のタイミング及び手術の

予後予測が可能であるかを検討する。新たに今回令和 2 年度より前向き研究を開

始するにあたり 2018 年に Montreal のグループより発表された統一プロトコルを

利用した研究を本邦で行うことを検討中である。 

 

Ａ．研究目的 

 
拡散MRIを用いた撮像法であるDiffusion 

Tensor Tractgraphy (DTT)を用い従来の MRI

で捉えられなかった脊髄圧迫による脊髄の

微細な変化を定量化し、至適手術のタイミ

ング及び手術の予後予測が可能であるかを

検討する。令和 1 年度までに高磁場

3TeslaMRI による撮像プロトコルを各施設

の MRI 機種間で調整及び統一した。半自動

関心領域 templating software: Spinal Cord 

toolboxを用い画像所見と術後の臨床症状と

の相関解析を施行した結果、DTT パラメー

タが術後 JOAscoreを示しうる可能性を得た。

新たに今回令和 2 年度より前向き研究を開

始するにあたり 2018 年に Montreal のグル

ープより GitHub 上で発表された統一プロ

トコルを利用した研究を本邦で行うことを

検討する。 

 

B．研究方法 

https://github.com/spine-generic/protocols 

 
※GitHub 上に公開されている MRI 撮像プ

ロトコル 

 上記のように、近年複数の国において脊

髄 MRI 撮像を行うにあたり、機種間の差を

なくすべく可能な限り条件を一致させた撮

像プロトコルが発表された。 

 

令和 2 年度は、まず研究分担者が所属す

る慶應義塾大学病院での上記条件での撮像

実施可能性を検討し、以後他施設での撮影

を検討していく。術前臨床データとして身

体所見・神経学的所見、JOA-CMEQ、JOA ス
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コアを各施設で統一して計測し、得られた

画像との相関を解析する予定である。また

術後 1 年をめどに再度臨床データを取得し、

術前DTTパラメータが術後臨床成績を予測

しうるかを検討していく。 

 

C．研究結果 

 今年度は COVID-19 の流行に伴い、外来

通院制限等により新規患者エントリーが行

えず、病院内での実際の被験者を用いた検

討が現在大幅に遅れており、前述の GitHub

上に公開されているプロトコルでの撮影検

討を行っている段階である。 

 

（倫理面での配慮） 

本研究は慶應義塾大学医学部倫理委員会

における厳正なる審査を受け承諾済みとな

っている。その後当多施設研究に参加して

いる大学にて前回の班会議での研究の延長

で倫理承認されている。従来の頚椎 MRI 撮

像時間に加えて約 5 分間の追加撮像時間を

要するため、すべての患者に対して本研究

の意義を充分に説明し、書面にて同意を頂

き、了承された上で行う予定である。 

 

Ｄ．考察 

 令和 1 年度までの研究の問題点として、

そもそもの撮像方法を今回本研究グループ

が独自に考案した方法で施行したが、グロ

ーバルに同意が得られているものではなく

今後上記プロトコルを用いた精度の高い多

施設研究をデザインする必要がある。 

 

Ｅ．結論 
 今後前述プロトコルの実行可能性を検討
し、症例inclusionを開始する。 
  
Ｆ．健康危険情報 
  総括研究報告書にまとめて記載 
 

Ｇ．研究発表 

1.論文発表 

なし 

2.学会発表 

 なし 

 （発表誌名巻号・頁・発行年等も記入） 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 

なし 

3.その他 

なし 
 
 
 

 


	高齢者骨粗鬆症性椎体骨折における 周術期全身合併症および死亡に関連する因子の検討　全国規模入院データベースを用いた解析　第 49 回 日本脊椎脊髄病学会学術集会 2020.9.7
	神戸
	6.　森 幹士, 吉井 俊貴, 平井 高志, 橋本 淳, 名越 慈人, 竹内 一裕, 勝見 敬一, 牧 聡, 中村 雅也, 松本 守雄, 大川 淳, 川口 善治
	硬膜瘻孔を伴うヘモジデリン沈着症に対するMRI balanced sequence法を使用した瘻孔部位同定　第 49 回 日本脊椎脊髄病学会学術集会 2020.9.7 神戸
	硬膜瘻孔を伴うヘモジデリン沈着症に対するMRI balanced sequence法を使用した瘻孔部位同定　第 49 回 日本脊椎脊髄病学会学術集会 2020.9.7 神戸
	9.  平井 高志, 吉井 俊貴, 名越 慈人, 森 幹士, 竹内 一裕, 勝見 敬一, 牧 聡, 町野 正明, 橋本 淳, 西村 空也, 中村 雅也, 松本 守雄

